
ACCESS

JR 阪和線「信太山」駅下車西へ約 600m
南海本線「松ノ浜」駅下車東へ約 1,500m

国道 26 号「池上町」交差点南西角
Ｐ普通車 72 台（無料）

【大阪方面からお越しの場合】
ＪＲ天王寺駅から和歌山方面行（阪和線）快速電車
にご乗車になり、鳳（おおとり）駅で普通電車にお乗換え
ください。
大阪駅からお越しの場合は、「関空・紀州路快速」
をご利用になると便利です。
鳳から３駅目が信太山（しのだやま）駅です。

大阪府和泉市池上町 4-8-27　TEL.0725-46-2162
http://www.kanku-city.or.jp/yayoi/

場　所：弥生文化博物館１階ホール
時　間：いずれも 14：00 ～ 16：00
　　　　（13：30 から受付）
定　員：170 名
　　　　（当日先着順 開館時より整理券配付）
対　象：大学学部生・一般市民向け
受講料：無料（ただし入館料が必要）

考古学最前線に
立つ講師陣が 
じっくり解説い
たします。

主催：大阪府立弥生文化博物館・近畿弥生の会

聞いてなっとく 弥生の世界

 8 月      6    日   （土）    「絵画土器と弥生人」
柴田 将幹（田原本町教育委員会事務局文化財保存課 技師）
弥生時代の人々は、現代にたくさんの絵を遺しました。今回は、絵画土器を取り上げ、

それらの絵から、弥生時代を生きた人たちの心について考えてみます。 

1 0 月     8   日   （土）　「弥生時代の戦いと模擬戦」
荒田 敬介（神戸市教育委員会 学芸員）
弥生時代にはじまったといわれる集団間の武力衝突。戦いの痕跡を考古学的に検証しながら、戦い

とマツリの関係性について検討していきます。

1 2 月     3   日   （土）　「手焙形土器と受口状口縁土器」
中居 和志（京都府教育庁指導部文化財保護課 主任）
手焙形土器は、近江地域で創出され広範に広がった謎の多い土器です。受口状口縁をもつ土器の様

相から手焙形土器の実態について考えます。

2017 年

 2 月 1 8 日   （土）    「大型掘立建物と弥生社会」
大木　要（和歌山市教育委員会文化振興課 副主査）
一般的に使われていた掘立柱建物と比べてどう違うのか？ また、当時の人がどのような背景で大型

掘立柱建物を建てたのか考えてみます。
     　　　　※全 4回受講された方には「講座修了証」と「記念品」をさしあげます。

2016 年度 弥生時代講座

聞いてなっとく 弥生の世界
  　　　　　遺跡・遺物からみた弥生時代研究

近畿弥生の会　第 19 回 『大阪場所』のお知らせ
　　近畿弥生の会主催の弥生遺跡の調査報告会です。今年は大阪府立弥生文化博物館が会場となります。
　　詳しい内容は近畿弥生の会のチラシ、ホームページ ( http://kinkiyayoi.webcrow.jp/ ) をご確認くだ
　　さい。

　日　時： ６月２５日（土）　　
 1 2 : 3 0 ～ 1 6 : 3 0 　（ 1 2 : 0 0 から受付　先着順　この回は整理券を発行しません）

てあぶりがた

国史跡

（指定管理：公益財団法人 大阪府文化財センター）

oneness

探探


